



レプケ（W.Ropke）は著書『人道的国家 一社会形態及び経済形態の基本問題－j ( Ciuitαs 












資料： Ropke,W., Ciuitαs humanα. Grundf ragen der Gesellschaf ts-und 




































































































































































ゼラフィームは自著『一般国民経済政策論.］ ( Theorie der allgemeinen Volkswirtschaj tspolitik) 
第2版， 1963年において経済政策の体系を論じている。川





















経済政策の体系における経済体制比較の方法論 ( 2 .完）
に限り，仮想、できるものである。この点には他の二つの代表者の場合にはあてはまらない経済自動
現象を想定した内容（これをゼラフィームは「経済自動現象の思惟的構成J [die gedankliche 
Konstruktion des Wirtschaftsautomatismus ] ) 1日）と名づける。）がある。ゼラフイームは経済
政策の担い手に関する経済政策の想定可能な体系として，（ i ）個別経済体制（Einzelwirtschafts-





































































経済政策の体系における経済体制比較の方法論 ( 2・完） -139-












③個別経済的に達成しようとする経済誘導体制（DasSystem einzelwirtschaftlich ausgerichteter 



























⑤ マクロ経済的に達成しようとする経済誘導の経済政策体系（Daswirtschaf tspoli tische 







⑥ 集団に基づくマクロ経済の経済誘導体制（DasSystem gesamtwirtschaftlicher Wirtscha-










































































































































































































































































































































































資料： Tuchtfeldt,E., ,,Wirtschaftssysteme", HdWW, Bd. 9, 1988, 


































































































































































企業 政 '.5ιt: 
企業者先導性 労働力 資本財 土地用役
資 源




















































例えば，ヴ、エーパァ（W.Weber) (1962年），ティームヤァ（T. Thiemyer) ( 1970年），ヘッセル




で再開している。ボウルデイングは自ら三つの社会的オルガナイザー（thethree social organizer) 
と名づけた社会的反応を三つの可能性，すなわち，交換（exchange），脅威（threat），愛 (love)
に分けている。削それに関連した説明はボウルデイング著の『愛と恐怖の経済 ー贈与の経済学



















組織集団の一致は，特にイエール（W.A. Johr) [ 1949年］，ヴェッスナァ（J. W bssner) 




[1959年］，ギールシュ（H.Giersch) ( 1960年），リーフマン・カイル（E.Liefmann-Keil) (1964 



















ル（K. P. Hensel) ( 1954年），クニルシュ（P.Knirsch) (1969年），ザイドル（C. Seidl) (1971 



















論者，例えば，特に，ヘルダア・ドォルナイヒ（P.Herder-Dorneich) ( 1968年），フレイ（B.S. F-
rey) ( 1970年），ベルンホルツ（P.Bernholz) (1972年），プレイ（R.L. Frey) (1972年），キルシユ













資料： Gafgen,G., ,,Allgemeine Wirtschaftspoliti』E
Kom」1コendiumder lノolkswirtschαjtslehr‘e,Bd. 2, Gottingen 1968, S. 339 （ゲフゲン、
G.「一般経済政策」［エールリッヒ、 W.ほか『国民経済学概要j、第 2巻、ゲッテイン
ゲン、 1968年、 339頁に所収］）．
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